
市役所新庁舎整備に向けた取組（検討経過）

資料１



現庁舎の状況

■現庁舎の状況

市民会館
(耐震補強済)

議会棟
(1970年築)

南会議室棟
(2007年築)

分庁舎
(1979年築)

中崎分署棟
(1972年築)

西庁舎
(1970年築)

⚫ 敷地面積：約24,000㎡

⚫ 延床面積：約22,600㎡

⚫ 南会議室棟以外は、旧耐震基準（震度５強程度を想定）で建設された建物
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立体駐車場
(1989年築)

本庁舎・窓口棟
(1970年築)
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⚫ 所在地 ：明石市中崎1丁目5番1号

⚫ 敷地面積：24,097㎡

⚫ 用途地域：近隣商業地域

計画敷地

幼稚園・小学校

■新庁舎の整備場所

市民会館
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↑至明石駅

明石港
東外港地区

検討経過２



基本設計 実施設計 建設工事・引越
解体工事

外構工事

2019年度 2020-2022年度 2023年度 2024年度 2025-2028年度

2027年度

供用開始

■新庁舎の事業スケジュール（基本計画以降）

市
民
意
見

市
民
意
見

市
民
意
見
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検討経過２

市
民
意
見

基本計画



■市民参画の実施及び意見反映状況（中崎分署の整備場所）
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検討経過２

2020～21年度 2022年度 2023年度2019年度

⚫ パブリックコメント

⚫ 市民説明会

⚫ アンケート調査
(高齢者、子育て世代)

⚫ パブリックコメント

⚫ アンケート調査
(広報あかし)

⚫ パブリックコメント

⚫ 市民説明会

⚫ 障害当事者との
他市新庁舎への
合同視察

⚫ 市民ワークショップ

⚫ アンケート調査
(Webアンケート)

⚫ 有識者会議

⚫ 障害当事者との
設備体験会

基本計画 基本設計

(6) 隣接施設の方向性

①中崎分署

中崎分署については、市民の安全・安心に直結する施設であること、また、本庁舎と

同様に老朽化が進んでいるにもかかわらず耐震化が完了していない状況であることか

ら、新庁舎とあわせて整備を行う方向で検討を進めます。

なお、整備場所としては、国道28号からのアクセスを考え、現市役所庁舎の敷地の

一部などが考えられます。今後、基本設計の中で具体的に検討を行います。

【市役所新庁舎建設基本計画（素案）】（抜粋）

実施設計
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検討経過２

【市役所新庁舎建設基本計画（素案）に対するパブリックコメント】

⚫ 募集期間：2019年（令和元年）12月23日から2020年（令和２年）１月31日まで

⚫ 募集結果：18名から80件のご意見

【市役所新庁舎建設基本計画（素案）に対する市民説明会】

⚫ 実施期間：2020年（令和２年）１月18日，19日，26日

⚫ 実施場所：市内５か所（明石、西明石、大久保、魚住、二見）

⚫ 参加者数：76名

中崎分署を建て替えるのであれば、車両の大型化、市庁舎敷地内の安全対策から、

国道28号に直接及び水平に面した敷地でなければならない（現分庁舎の北側が最

適であると考える）。

また、南海トラフ地震等による津波被害への対策として、国道28号の北側に並行

する市道に消防・救急車両の退避場所を確保すべきである。

中崎分署の整備場所に関する意見（概要）

※ 中崎分署の整備場所に関する意見なし

■市民参画の実施及び意見反映状況（中崎分署の整備場所）



6

検討経過２

(6) 隣接施設の方向性

①中崎分署

中崎分署については、市民の安全・安心に直結する施設であること、また、本庁舎と

同様に老朽化が進んでいるにもかかわらず耐震化が完了していない状況であることか

ら、新庁舎とあわせて整備を行う方向で検討を進めます。

なお、整備場所としては、国道28号からのアクセスを考え、現市役所庁舎敷地に近

接した市有地（中崎遊園地の一部）を候補として、今後具体的に検討を行います。

庁舎ゾーン

駐車場
ゾーン

活用予定
ゾーン

市民会館中崎分署

※左図は基本計画時点の内容であり、現在は計画内容

（駐車場ゾーン）が変更されています。

【市役所新庁舎建設基本計画（2020年３月策定）】（抜粋）

■市民参画の実施及び意見反映状況（中崎分署の整備場所）


